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なし国カテゴリー

相模湾以南の日本各地に分布。
国内分布

内浦海岸でみられるのは稀。七尾南湾・西湾・北湾の水深10m以深ではみることができるが、さかんに

行われるナマコなどの桁網により棲息場所が狭まれている。
県内分布

むち状の群体で、下半分の柄の部分を砂泥中に埋めてたつ。幹の部分は左右に分れ、よく発達した葉

状体が20～40対、えら状に並列している。
形　　態

七尾湾に分布が限定されている。
選定理由

個体の高さは20～30cm、ときに60cmをこえることもある。内湾の水深20m以上の砂泥底に生息する。
生　　態

内湾における人為的撹乱の影響は大きい。
生存の危機

やや波あたりがよく砂泥質の急激な変化のないところ。
生息地の条件

県内の分布

Scytalium martensii Kölliker 
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写真（図）はありません。

浅海域の生物（魚類・無脊椎動物）

km0 10 20


